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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

ヤマトシマドジョウ 
日本では九州と山口県に分布する。県内の各主要河川の中流域に散在

して生息しているが，河川改修工事の際に流出する土砂や泥粒により

良質な砂底域が消失し，生息環境の悪化が懸念される。 

 

山国川，伊呂波川，駅館川，八坂川，大分川，大野川の各水系 

 

 

九州と山口県 

 

 

河川の中流域の砂底。 

 

 

山国川，伊呂波川，駅館川，八坂川，大分川，大野川の各水系におい

て本種の生息が確認されているが，いずれの生息地も個体数は減少傾

向にある。 

コイ目 
CYPRINIFORMES 
ドジョウ科 
Cobitidae

Okada and Ikeda

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
掲載なし 

Cobitis matsubarae

選定理由 
 
 
 
県内分布 
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生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

アリアケギバチ 
九州に生息する日本固有種。1970年代までは筑後川水系各支流にも

生息していたが，現在ではその本流だけで確認されている。河川改修

による環境の悪化にも弱いため生息地の減少や消滅が懸念される。 
 

筑後川水系 

 
 

九州西部，長崎県壱岐 

 
 

自然度の高い河川の上・中流域。 

 
 

近年周囲の環境改善により個体数は回復傾向にあるが，1970年代と

比較すると，生息地･個体数とも激減している。 
 

日本固有種。 

ナマズ目 
SILURIFORMES 
ギギ科 
Bagridae 
 
カテゴリー 

大分県 

環境庁 

Ⅱ 
準 

Pseudobagrus aurantiacus
Temminck and Schlegel

選定理由 
 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

アカザ 
宮城県以南から九州まで生息する日本固有種。生息確認できた県内各
河川内において，その分布は局所的である。河川護岸工事のため，流
出した土砂などにより生息地および産卵場が埋められ，個体数の減少
が危惧される。 
 

山国川，駅館川，桂川，安岐川，大分川，筑後川各水系の本流及び支

流 
 

宮城県・秋田県以南の本州，四国，淡路島，九州 
 
 

比較的水の澄んだ河川の上・中流域の転石帯。 
 
 

1950年頃までは大分川水系以北のほとんどの河川で生息が確認され
たが，現在は個体数，生息場所とも減少している。 
 

日本固有種。 

ナマズ目 
SILURIFORMES 
アカザ科 
Amblycipitidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

水産庁 

Ⅱ 
Ⅱ 
危急種(九州産)

Liobagrus reini Hilgendorf

 




